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大泉名水会 

大泉名水会役員の職務内規 

 

                        制定 令和元年９月８日 

 

Ⅰ．本内規は、大泉名水会規約第 19 条の規定により定める。 

 

Ⅱ．各役員の職務は下記の通り。必要により適宜見直しを行う。 

 

１．委員長  

① 大泉名水会を代表し、本会の業務を統括する。 

② 事業運営の円滑化に務めると共に、委員長の諮問機関である専門委員又は

財務委員からの将来計画・事業運営体制・規約改正などの経営上の重要問題

にかかわる提言・答申を受けて、水道水の長期円滑供給を図る。 

③ 金融機関から資金調達が必要な場合は、財務委員と連携して資金確保に係

る業務を統括する。 

④ 予算案原案・年度末決算書の策定に参画し、関連する業務を統括する。 

⑤ 定期総会資料作成に係る業務を統括する。 

⑥ 監事による監査に立ち会う。 

⑦ 諸官庁等に対する届出、交渉及びその他の渉外事項を行う。 

⑧ 定期総会の司会者、議長及び議事録署名人の各候補者を予め人選する等、

各役員・職員の協力を得て総会準備に係る作業を統括する。 

⑨ 工事発注等の予算執行に際して、委員会承認が必要な案件については定例

委員会に提案し承認を得る。 

 

２． 副委員長 

① 委員長を補佐し、委員長に事故ある時はその職務を代行する。 

② 定例委員会の会議案内を作成する等委員会活動の円滑化に努める。 

③ 委員長特命事項に係る職務を行う。 

 

３． 庶務委員 

①役員間の連絡、その他運営委員会運営の円滑化を図るための業務を行う。 

②定例委員会・定期総会の会場予約を行う。 

  ③定例委員会の議事録を作成する。 

④定期総会の際、書記を務める。 
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４．会計委員                       

① 本会の会計に関する業務を統括する。 

② 本会の印鑑を預かり、別に定める「経費決裁基準」に従って、伝票をチェック

し、押印する。 

③ 毎月「月次決算表」を点検し、銀行預金通帳の入出金・残高を確認する。 

④ 手元現金の入出金に係る通帳記録・起票をチェックし、当該台帳の残高チェッ

クを毎月行う。 

⑤ 毎期末財産目録の作成を行う。 

⑥ 監事による会計監査に立ち会う。 

 

５．管理委員 

① 自宅に於いて水道水の色と臭いをチェックすると共に残留塩素濃度の測定

を 1 ヶ月交代で毎日行う。 

② 委員長の指示により自宅に於いて水道水の水温測定を行う。 

 

６．広報委員 

  ①本会の認知度ｱｯﾌﾟ及び名水価値を高める諸施策の企画立案を行う。 

②会員・地域住民等に対する情報通達等の原案を作成し委員会に提示し成文

化の上配布又は掲示する。 

  ③名水ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの企画・運用に係る業務。 

④名水喫茶等のｲﾍﾞﾝﾄを行う。 

⑤給水ｽﾀﾝﾄﾞの維持管理を行う。 

⑥年 1 回「名水会たより」を発行する。 

⑦名水のあゆみ（30 年程度毎）」編集・発行に係る業務を統括する。 

⑧その他本会 PR に係る業務を行う。 

 

７．環境委員 

    ①本会の環境保全・防災に係る諸施策の企画立案を行う。 

    ②事業場の草取り等の環境整備に係る業務を統括する。 

    ③防災訓練に係る企画立案を行い、区とも連携し訓練を指揮・実行する。 

     

８．その他 

（１）本内規は委員会の議を経て改正することができる。 

（２）この規則は、令和元年 9 月 8 日から施行する。 

                            以上 


